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Abstract

　　 Astudy 　was 　conducted 　to　investigate　the　influence　on 　the　shoulder 　joint　of　 throwing
dur呈ng 　water 　polo ．　One　hundred 　 sixty −seven 　 water 　polo　players　 were 　 interviewed　 about

inluries　 caused 　 by　 water 　polo，
　 and 　70　 players　 claimed 　to　have 　had 　shoulder 　 pain．

　　 In　 21　p工aye ・rs ，　 clinical 　 examinations 　 were 　 performed ，　 and 　 in　 31　players，　 assessmellt 　 of

external 　rotation 　stability 　was 皿 ade ．　Then　three−dimensional　analysis 　of　hand辻 o−hand 　shoot

motion 　 was 　perfonned 　in　7　players ，

　　The　results 　were 　as　follows；
　　 1．The 　 painful 　 phases　 of 　 the 　 throwing 　 motion 　 were 　 the 　 take −back　 phase　 and 　 the

acceleration 　phase，　the　pain　being　Present　at　the　anterior 　and 　lateral　portions　of 　the 　shouIder

joint．
　　 2．　Assesslnent　of　 stability 　 revealed 　that　the　external 　 rotation 　displac  ent 　on 　the

affected 　 side 　 was 　Significantly　larger　than 　 that　 on 　the　 control 　 side 　in　the 三njured 　 players ．

　　 3．Analysis　of 　hand −to−hand 　shoot 　motion 　revealed 　that　 the　 external 　 rotation 　ang ！e　in

the　acceleration 　phase 　 was 　signi 負cantly 　larger　in　 non
−injured　 subjects 　than 　ill　the 　 injured，

　　 4．The 　 externa 正 rotation 　 angle 　 after 　 ball　contact 　 was 　 incTeased　 in　 the 　 inゴured ，　 but
decreased　in　the　non −injured，

　　 5．To 　prevent　injury
，
　it　appears 　important　to　catch 　and 　throw 　the　ball　using 　the　 upper

extremity 　and 　rotation 　of 　the 　trunk 　in　a　high　hody 　positioll　in　the　water
，
　 and 　to　 strengthen

the　 muscles 　 of 　the 　 shou 且der．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Jpn．　J．　Phys ．　Fitness　Sports　Med ，1990， 39；60〜68）
key 　words ： sports 　injury，　 shou 互der，　threwing ，　water 　polo

1．緒 耆

　 水球は 水泳競技 の 中で 唯 ri の ボ ール ゲ ーム で あ

り， 常に 水 面 か ら顔を 出す独自の 泳法 で 泳ぎ，片

手 で ボ ール を扱 い パ ス
， シ ュ

ー
ト を し て 得点 を競

い 合 う激 しい ス ポ ー
ツ で ある，

　さ らに足 の つ かな い プ ール で行 う競技で あるた

め 捕球．投球 を主 に 上肢 ・ 上体を用 い て行 う こ と

を余儀 な くされ る．また，Whiti   ら
1T）rcよれば

ペ ナ ル テ ィ
ース P 一の よ うな全力投球の 場合 ， 初

速は 20m ／sec ほ どに な る． こ れは ボ ール の 重量

は異な るが ，
ハ ン ドボ ール に おけ る ラ ン ニ ソ グ シ
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＝。　一一ト の 25m ／sec ，　ジ ャ ン プ シ ュー
トの 23　m ／

sec16 ）
と比較 し て やや 及ば な い も の の ，　 ground

support が な い に もか か わ らず か な りの ス ピ ー ド

で あ り，肩 へ の ス ト レ ス は 大 きく， 障害 を有する

者 も多い と考え られ る．し か し．水球 の 肩関節障

害 に つ い て の 研究は 十分 に 行わ れ て い な い ．

　
一

般 に ， 投動作 を主 とする ス ポーツ の 肩関節障

害に つ い て は 野球肩
1
・
5）

が代表的 で あ り症状 と し

て Imping  ent 　syndrome6 ・7・91 が多 く， 肩関節動

揺性
1・2・101 な どが原因と して 考え られ て い る．また

画像分析等 の 手法 を用い た 投球 フ ォ
ーム の 解析

14）

に よ りそ の 発生 メ カ ニ ズ ム も研究 されて い る ．

　そ こ で 本研究 で は水球 の 肩 関節障害に つ い て の

ア ン ケ ー ト調査，お よび整 形外科的 診察に よ り実

態を把握 し， また 肩関節動揺性計測装置を用 い た

肩 外旋動揺性 の 計測 ， さ らに 捕球 と投球 を連 続 し

て 行 う水球特有の ボ
ー

ル コ ン ト ロ
ー

ル 技術で ある

hand −to−hand シ ュ
ー トに 着 目した 動作解析を行

っ て 水球 に よ る肩関節へ の 影響 を明 らか に す る こ

とを 目的 と し た．

IL 研 　究　方　法

　 A ．ア ンケー ト調査

　 1 次調査 と して 昭和62年度関東学生 水球 1部 リ

ーグ に 所属す る男子70名 ， お よ び第 4 回全国女子

水球大会に 出場 の 女子97名の 計 167名 を対象 に 過

去 の 運動障害 に つ い て 聞ぎ，そ の 中で 肩 の 痛み を

経験 した こ とがあ ると答えた 男子45名 ， お よ び 女

子 25名 の 計70名を対象に 2 次調査を行 い 疼 痛 部

位 ， 疼 痛発現 動作 ， 受傷原 因な どに つ い て 調べ た

（ft　1， 2 ）．

　 B．整形外科的診察

　肩 の 痛み の 経験 の ある男子 8 名 ， 女子13名の 計

21名 を対象 と し て 圧痛部 位 の 確 認 と Impi  e−

Ment 　test6・7・lo｝，　Yergason　testl
「
“）

，　Apprehension

test121な どの 諸検査 を実施 した ，

　 C ．肩関節外旋動揺性計測

　肩 関節の 外旋動揺性 は 肩 の 痛み の 経験 の ある大

学生選手14名 （男子 9 名 ， 女子 5名 ）， お よ び経験

の な い 選手17名（男子 10名 ， 女子 7名）の 計31名を

対象 と し， 肩 関節動揺性計測 装置 を用 い て 左 右両

肩 に つ い て 行 っ た ．

　 被検者は 体幹固定用の 椅子に 深 く座 り， 肩関節

90°外転 ， 肘関節90°屈曲， 前腕 中間位を と り上腕

と前腕 を マ ジ ッ ク テ
ープで 固定 した （写真 1＞．回

旋運動の 軸心 を肘頭 と して ， こ れ よ り 25   遠

位 の 前腕 部に 取 り付け た 荷重 計 （小川研究所，

DDSS −002）を通 じて 外旋強制を行い ，こ の ときの

外旋変位角度 と外旋 トル ク を X −y レ コ
ーダ ー

（理

研電子 ，
F −35）に b ル ク ・角度曲線 と して 記録 し

た ．

　計測に あた っ て は 曲線をデ ィ ジ タ イ ザ ー
（渡辺

Table 　 l。　 Physica正characteristics 　 of 　the　 subjects （men ＞

Group No． Age

（yr ）

Height

（cm ）

Weight

（k9）

Career　lP

（yr）

First　interview

Second　 interview

Clinical　test

70　　　　20．6± 2．7

45　　　 19．8± 1．3

821 ．3± 1．4

173．3± 5．1　　　 68，3± 6．5　　　 5，7± 2。1

172．3±4．8　　　67．0± 5．6　　　 5．7± 2．1

174．5± 5．4　　　70，8：ヒ5．5　　　6ユ± 2．7

Table　2．　 Physical　characteristics 　of　the　subjects （women ）

Group NQ ． Age

（yr｝

Height

（cm ）

Weight

（kg ）

Career

（yr）

First　interview

Second　 interview

Clinical　 test

97　　　　16．9± 5．9

25　　　 17．7± 2．0
13　　　 17．5± 2．2

158．0± 5．9　　　　52．0± 5，5　　　 1．8± 1．4

158，7：ヒ荏．7　　　　53．5± 3．9　　　　2．5± 1．3

159．8± 4．2　　　　53．3± 4，1　　　 2．S± 1．4
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ments ．

測器 ，
DT −1000）で ト レ ース し コ ン ピ ュ

ータ ー
を

用 い て 25kg・cm の 外旋 】・ル ク 負荷時 の 外旋変位

角度，お よ び肩関節の 硬 さの 指標 と して そ の 時の

stiffness （接線の 傾 き，
　kg ・ cm ／deg）を求め た （図

1 ）．

　解析は被検者全体，有痛者，お よ び無痛者それ

ぞれ に お け る使用側と 非 使用側 の 差 に つ い て統計

的検定を行 っ た ．

　 D ．動作解析

　動作解析は 肩 の 痛み の ある大学生選手 3 名，お

よ び経験 の な い 選手 4名 の 計 7名 を対象 と し， 水

球特有の シ ュ
ー トで ある hand −to−hand シ ェー ト

の 投球 フ ォ
ーム を右側方，お よ び上 方 よ り2 台 の

ビ デ ォ カ メ ラ で 毎秒60コ マ の 分析が行え る よ うに

撮影 した．試技は ゴ ール 正面約 5m か ら ゴ ール 右

側 ， お よ び 左側へ の ス ト レ ー
ト シ ュ

ー
ト と し， 2

台 の カ メ ラ の 同期は 電球 を両方の 視野に は い る と

こ ろ に お ぎ光 を映 し込むこ とに よ り行 っ た ，被検

者 に は 右尺 骨茎状突起， 右上腕骨内側上 顆 ， 左 右

肩峰，右中腋下線第 5 肋間に測定点を つ けた ．撮

影 した ビ デ オ 画像 を コ ソ ピ ュ
ータ ーに ょ り CRT

上 で コ ン ビ ：。　一一タ ー
画像 と重 ね合わ せ ， 各測定点

の 位置座標 を読み取 り 2次元 座標 に 変換 し，DLT

法 13｝
に よ り側方，上 方デ ータ を 3 次元座漂に 合成

後，小林 ら
S｝

の 往復反復型指数 フ ィ ル タ ー
に よ り

平滑化 を行 い ， ボ ー
ル コ ソ タ ク トか ら リ リー

ス ま

で の 外旋 ・外転 ・伸展 の 角度 の 変化 を，さ らvc　5

点移動 2 次式近似に よ りそれ ぞれ の 角速度 の 変化

を求め た ，ま た take −back　 phase と accelera ・

tion　phase に お ける角度 ， 角速度の 最大値 を求め

た ．な お 5点移動 2 次式近似はそ の 性質上 時系列

デ ータ の 最初 と最後 の 数点が 失われ る た め
，

ス プ

ラ イ ン 関数を用 い て 毎秒 200 個 の デ ータ に 補間 し

て か ら行 っ た ．

　解析は角度，角速度 の 有痛者 と無痛者間に お け

る差異をみ る た め に，試技全体，お よ び投球方向

別 に統計的検定を行 っ た．さ らに投球方向に よる

差異 をみ るた め に ，被検者全体，有痛者，お よび

Tor叩 o

■　．　　　．　． ．呵　　　．o ■ 25陶・om

…
■

●●
■
■
■

≡

98
°
　 96

’
94
’

92
’

88
°

86
°

84
’

82
°

015幽 08鵬 帆

Fig」 1．　 Displacement−torque　 curve 　in　 shoulder 　 external 　rotation ．
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無痛者それ ぞれ に つ い て統計的検定 を行 っ た ． Table 　4．　　 Cause　 of 三njury

llL 結 果
motion n （％）

　 A ，ア ンケー ト調査結果

　肩関節に疼痛の経験が ある と答えた者は 167名

中70名の 4L9 ％で あ っ た ．肩関節を前 ・ 後 。 外側

面に 分けて疼痛部位をみ る と肩関節前 ・外側面 に

多 くみ られた （表 3 ）．

　受傷原钁 に つ い て は衝突 ・接触 とい っ た 外傷 よ

りも投球動作 自体に よ る も の が多か っ た （表 4）．

　水球 の 主な投動作 にお け る phase と疼痛発現

throwing

contactSW1

  mg

unlcnown

etc

30 （42．9）
13 （18．6）
6 （8．6＞
10 （14．3＞
11　（15．7｝

Table　3．　　 Pain　in　shoulder

part n （％）

anterior 　parts

lateral　parts

posterlor 　part ＄

54 （77．1）
41 〔58．6）
32 （45．7）

total（n ＝＝70）

tota1 （n ＝ 70＞

の 関係 を み る と acceleration 　phase とともに

take−back　phase に も痛み を感 じる も の が 多 くみ

られ た （表 5 ）．

　 B。整形 外科 的診察結果

　圧痛部位は鳥 口 突起，大結節 ， 結節問溝など肩

関節前面に 集中 した ．また諸検査 の 結果 ， 陽性を

示 した 者 は Impi    ent 　 test，　 Apprehension

test で 多 くみ られた （表 6 ）．

Table 　 5．　　Pain　in　throwing 　 phase

地md
−
upn

（％ ）

take−back

　n （％｝

acceleration 　　follow　through

　 n （％｝　　　　 11〈％〉

hand −to−hand 　shoot

standing 　 shoot

pass

ね yout　pass

18 （25．7｝
18 （25．7）
17　（24β ）

42 （60．0＞
43 （61．4）
40 （57．1）
20 （28．6 ）

5e （71A ）

46 （65．7）
42 （60．O）
26 （37。1）

33 （47冒1）
35 （50．0 ）

29（41A）
17（24、3）

tota1 （n 厮70）

Table 　6．　　 Clinical　 test Table 　7．　　Extemal 　rotat 量on 　displacement （deg ）

n （％ 〉 mean ± S．　D ．

Tenderness

　 anterlor 　parts

　　Coracoid　pr  ess

　　Greater 　tuberosity

　 Bicipital　groove
　posterior　parts

Special　test

　 Impingement 　 test

　Apprehension　test

　Yergason 　test

18 （85．7）
16（76．2）
11　（52．4）
8 （38．1）
3 （14B）

14 （66．7 ）

10 （47．6）
4 （19．0）

With 　 pain （n ＝＝ 14）

　 　 　 　 affected 　side

　 　 　 　 control 　side

　 　 　 　 　 difference

Without 　 pain （n ＝ 　17）
　 　 　 　 dominant 　side

　 　 　 　 undominant 　side

　 　 　 　 　 d｛fferen（：e

1

哭慧：：1コ
＊＊

26．8± 29．8　一

101．1± 31．7　　 ＊

91．2± 36．8

　 9．4± 26．7　一

total（n ＝21）

total （n ＝31）

　　　　翻器騰 

’ll：罅：1コ
＊’

Significant　level ；
＊

：p＜0．05 ＊＊
：pく0．01
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　 C ．外旋動 揺性測 定結果

　 被検者 の 両肩に対す る 25kg・  の 外旋 ト ル ク

負荷時 の 外旋変位角度で は ，被検者全体で み る と

使用側 103．6± 292°， 非使用側 86．0± 37．1°で 使用

側は非使用側に 比べ 有意に 大きい 値を示 した ，有

痛者群 の 使用 側は 106．6± 26．8〜 非使用 側は 7軌8±

36．4
°
， また無痛者群 の 使用側は 101．1± 31、7°

， 非

使用側は 91．2± 36．8°とな り，有痛者群 の 使用 側は

非使用側に 比べ 有意に 大きい 値を示 した ．

　 使用側 と非使用側の 差異 をみ る と有痛者群で は

26．8± 29．鋭　無痛者群で は 9．4± 26．7°とな り両群

の 間に 有意差が認め られ ， 有痛者群 の 使用側 の 動

揺性が 大き くな っ て い る こ とがわか っ た （表 7 ）．

　同一 トル ク負荷時の stiffness （kg ・ cm ／deg）で

は被検者全体で み る と使用側 e．9± O．6， 非使用側

1、O± O．7 と な り使用側は非使用側に 比 べ 小 さい 傾

向を示 した が 有意差は認め られなか っ た ．その 他

の 各測定項 目に つ い て 有意難は 認め られ な か っ た

（表 8 ），

　 D．動作解析結果

　 ボ ール コ ン タ ク トか ら リ リ ー ス ま で の 時 間

（throw 　duration）は 有痛者が α48± O，09秒，無痛

者 が O．45± O，06 秒と な り有痛者 の 方が長 い 傾向を

示 した ．

　takefback　phase と acceleration 　phase に お

Table　8．　　External　rotation 　stiffness （k9 °cl皿 ノde9 ）

mean ± S。　D ．

With　 pain （n ＝ 14）
　 　 　 　 affected 　 side

　 　 　 　 control 　 side

　 　 　 　 　 differeuce

Without 　 pain （n ＝＝17）
　 　 　 　 dominant 　 side

　 　 　 　 undominant 　 side

　 　 　 　 　 differepce

0．94 ：ヒO．64

1．22± 0．69

0．29± 0．97

O．88± O．48

0．90± O．64

0．02 ± 0．81

total（n ＝＝31）
　　 　　 dominant 　Slde
　 　 　 　 undominant 　 side

0．90 ± 0，55

1．05± 0．67

ける外旋 。外転 ・伸展角度，お よ び 角速度 の 最大

値 では acceleration 　phase の 外旋角度に お い て

有痛者と無痛者両群 の 間に 有意差が 認め られ，無

痛者 の 方が大 きい 値を示 した （表 9〜14）．

　 また 有痛者 ， 無痛者両群 の 外旋 ・ 外転 ・ 伸展の

角度 ， お よ び角速度 の 経時的変化をみ る と，外旋

角度に お い て 両群の 問に顕著な相違が あ り， ボ ー

ル コ ン タ ク トの 直後に 無痛者群で は 外旋角度 の 減

少がみ られ る の に対 し， 有痛者群で は逆に
一

時的

な増加がみ られた ．な お投球方向別に は 両群 の 間

に 明瞭な相違は認め られなか っ た （図 2 ）。

Table　9．　　Peak 　 angle 　 and 　 angular 　 velocity 　 of 　 external 　 rotation

　 　in　take−back　phase

peak 　angle （deg ）

mean ± S．　D．

peak　 angubr

veloc 量ty （deg ／sec）

　 mean ± S．　D ．

With 　pain （n ＝3）

　　 rightward

　 　 leftward

　 　 total

“「ithout　pain （n ＝4）

　　 r三ghtward

　 　 leftward

　 　 total

112．6± 11．9　
’

107β ± 　4．2

110．0 ：ヒ　8．5

114。4± 10．0

110．7±　5．6

111．5±　7．6

王65．9± 141．5

170．4ゴ：　73，8

168，2ゴ：101．0

117．2± 174．9

80。O ：ヒ104◆3

98．6：ヒ134．8

tota1（n ＝7）

　 　 rightward

　 　 leftward

112．5± 　9．9

109．2± 　5．0
138．1± 150．5

118．7± 　98．0
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Table　 10．　　Peak　 angle 　 and 　angular 　velocity 　 of 　 external 　 rotation

　　in　acceleration 　phase

peak 　 ang 正e （deg ）

mean ± S．　D ．

peak 　 angubr

velocity （deg／sec ）

　 mean ± S．　D．

With　 pain （11＝3）

　　 rightward

　 　 　工eftwa エd

　 　 　total

Without　pain （n ＝ 4）
　　 rightward

　 　 　 leftward

　 　 　 total

122．5：ヒ　8．1
120．2± 7．8

121．4± 　7．2 一

132．8± 　8．7　　　＊

lll：翻：1」

334．0± 13L5

288．3：ヒ　82．6

311．1± 101．4

395．4± 118．8

374．3ニヒ　86．6
384．9± 　96．9

total （n ・・；7）
　　 rightward

　 　 　 leftwafd

128．4± 　9．5

130 ．0± 14．2

369．1± 117．9
337．4：辷　90 ，2

Significant　 level；＊
：P〈O．05

Table　11．　　 Peak　angle 　and 　altgular 　 velocity 　of 　 abduction

　　in　take −back　phase

peak　angle （deg ）

mean ± S，　D ．

peak　 angular

velocity （deg／sec）
　 mean ± S．　D ．

With　 pain （n ＝3）

　　 rightward

　 　 　 leftward

　 　 　total

W 量thout　pa玉肛 （肛＝4）

　　 rightward

　 　 　Ieftward

　 　 　 total

87．8 ：ヒ　9．4

86．7±　9．8

87．3± 　8．6

85．3± 19．9

89．7± 　2．3

87．5± 13β

雛 ；1：1コ
＊

142．5±　65．3

197．8± 135．0
191．e± 137◆7

194．3± 玉26．5

tota1 （n 諞7）

　　 rightward

　 　 　 王eftward

86．4± 15‘1
88．4 ：辷　6ユ

178．7：ヒ106．6
165．4± 110．8

Significant　level；
＊

：P＜O．05

IV．考 察

　今回の 調査に お い て 受齬原因 は 投球 動作自体 に

多 く，ま た 疼痛部位 ，圧痛 部位 は 肩 の 前 ・外側面

に 多 くみ られ た．さ らに Impi  ement 　test
，
　Ap ・

prehension　test の 陽性度が高か っ た ． これ らは

Imping   ent 　sign，肩関節の 動揺性 の ある こ と

を示 して い る．

　 ス ポ ーツ に よ る肩関節障害に は種 々 の もの が あ

り，外傷 に よ る脱臼 ， 腱板損傷
生）

な どの ほ か に ，

慢性的要素の 強 い もの と して 野 球肩 ，
‘
“
Swimmer ’

s

shoulder
”1・6，

が ある ．こ れ らの 原因 と し て は ・im−

ping   ent
， 肩関節動揺性が考え られ て い る こ と

よ り水球選手 の 肩の 痛み は 野球肩，

“Swimmer ’

s

shoulderl
，

と同様 ，
　 Impi  ement 　sy雌   e の

一

つ とみ な して よ い と思わ れ る ．
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Table 正2．　　Peak 　ang 亜e 　and 　angular 　velocity 　of 　abduction

　　in　accelera 雛on 　phase

peak　 angle （deg ）

mean ± S．　D ．

peak 　 angular

velocity （deg／sec）
　 mea1 ユ± S．　D ．

With　pain （n ＝ 3）
　　 rightward

　 　 leftward

　 　 total

VLTithout　pain （n ＝＝ 4）

　　 rightward

　 　 Ieftward

　 　 total

91．5± 　2．9

110．0：辷17．2
100．7± 15。0

94，1± 　7．6

107．6± 19，2
100曾9± 15．3

558．1± 　46．4
724．1± 150．0

641」± 134．7

：：1：：圭，［：：：ゴ
ー

461．7：ヒ165．6

＊＊

＊

total（n ＝7）
　　 rightward

　 　 leftward 1器：圭1認ゴ 縲：端 ：1ゴ
Signi且cant 王eve1 ；

＊
：P＜0．05 ＊＊

：P＜0．01

Table　13．　　Peak 　allg 正e　and 　angular 　velocity 　of　horizontal　extension

　　量ntake −back 　phase

peak 　angle （deg＞

mean ± S，　D，

peak 　 angular

velocity （deg／sec）

　 mean ±S．　D．

With　pain （n ； 3）
　　 rightward

　 　 leftward

　 　 total

Without 　pain （n ＝ 4＞

rightward

Ieftward

total

3．S± 0．84

，4± 2．73

．8± 1．9

：：：？：1］
＊ 一

6．9± 2．7

＊

＊

髪：i圭：：に
＊

18．3± 8．0

21、3± 7．2

2L8 ± 1．4

21．6 ± 4．8

total（n 鬻7）

　　 r 量ghtward

　 　 Ieftward
6．4± 3．44
．8± 1．8

17．6± 7．2

22，8± 4．3

Signi丘cant 正evel ；
＊

：P〈0．05

　今回 の 調 査 に お い て ， 疼 痛 を訴 え る も の は ac −

celeration 　phase と take − back　phase に 多か っ

た ．一般 に ， 投動作 に よ る肩 の 傷害に お い て ac ・

celeration 　phase で の 痛み は 多 くみ られ る もの で

あ り， 水球で も例 外 で は な か っ た が． take−back

phase で の 痛 み は 水 球特有 の もの とと らえる こ と

が で きる．こ れ は 動作解析に お い て 有 痛 者 で は

takeback 　phase に
一

時的に 外旋角度が増加す る

とい う傾向が認め られ た こ と か ら も ， accelera −

tion　phase と take −back　phase に 肩関節前方に

大 きな ス h レ ス が か か り， こ の よ うな外力 の 繰 り

返 しに よ り肩関節前方の 関節包 ， 筋 ， 腱 ， 靱帯は

微小外傷 を生 じ た
11，

もの と考 え られ る ．さ らに
一

旦 外傷を 生 じ る と疼痛 とともに 関節包 自体の伸展

が み られ，動揺性 カミ大 き くな る原因 に な る
11）

と言

われて お り， 本研究に お い て も外旋動揺性計測で

N 工工
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peak  angle<deg)

  mean ± S. D.

peak  angular
yelocityCdeglsec)

  mean ±  S. D.

With pain (n= 3)

     rightward

     ieftward

     tetaI

Without  pain(n=4)

     rightward

     leftward

     total

l6.6± e.7

15.6--6.5

16.1± 4.2

18.5±5,2

192±6.4

18.9± 5.4

1342 ± 26.4 -

1242± 61.2

129.2± 42.5

 89.7± 25.4 -

127.3± 63.7

108.5± 49.2

*

total  (n= 7)

     rightward

     leftward

l7.7± 3.S

17.7± 6.2

te8.8± 33.5

125.9+57.3

Significantlevel;*:p<O.05
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有痛者 の 使用 側の 動揺性が無痛者 よ り大 き くな っ

て い た ．

　また動作解析 の 結果，acceleration 　phase の 最

大外旋角度に お い て 無痛者が 有痛者 よ り大きい 値

を示 した ．それ に 対 し外旋勳揺性 の 計測で は有痛

者 の 使用側が無痛者よ り大 きい値を示 した ．こ れ

は，有痛者の 使用側は 動揺性が大 き くな っ て い る

もの の 実際の 投動作の よ うな筋緊張下で は疼痛を

軽減す る よ うな防御反応が働 い て い る た め と思わ

れ る．

　今回 の 研究では肩 の 運動 に着 目 した 動作解析で

あ っ た が有痛者特有 の フ t 一ム と外旋動揺性 との

間に 密接な関連が ある こ とが 明らか に な っ た ．し

た が っ て 障害の 発 生 予 防 と し て は take −back

phase に 外旋度が増加 しない よ う上半身 を高 く浮

か して 上肢 と体幹の 回転を使 っ た捕球 。投球動作

を する よ う指導する こ とが 大 切 に な る．ま た ，

imping  elltや軟部組織の 伸展 を防止 す る た め

に 肩の 周囲筋群，特に 外旋 ・ 内旋筋群の 強化も望

まれ る，

V ．結 論

　水球 の 投動作に よる肩関節障害に つ い て ， ア ソ

ケ ー ト調査 ， 整形外科的診察に よ り実 態 を 把 握

し， 肩関節動揺性計測装置を用 い た肩外旋動揺性

計測 ， さらに 水球特有 の ボ ー
ル コ ン ト P 一

ル 技術

で ある hand −to−hand シ ュ
ー

ト に 着凵 した動作解

析に よ り以下 の 結果 を得た．

　 1）痛み を 感 じ る phase は 主に take −back

phase と acceleratiQn 　phase で あ り， 疼痛お よ び

圧痛部位は 肩関節前 ・外側面に 多 くみ られ た．

　 2＞肩関節外旋動揺性計測 で は 変位角度に お い

て 有痛者群 の 使用側は 非使用側に 比べ 大き い 値を

示 した ．

　 3＞動作解析 で は acceleration 　phase の 外旋

角度に お い て 無痛者群 は有痛者群に 比 べ 大 きい 値

を示 し た。

　 4）ボ ール コ ソ タ ク ト直後 の 外旋角度の 変化に

お い て 有痛者群は 増加，無痛者群は 減少す る傾向

を示 し た．

　 5）予防対策 と して 上半身を 高 く浮か し て 上肢

と体幹 の 回転を用い た捕球 ・ 投球の 指導や肩 の 周

囲筋群 の 強化が考え られ る．

　 　　 　　　 　　 　　 　 （受付　平成元年 5 月19日〉
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